
○1880年代、湖や大河川などに橋を架けることが難しかった箇所を結ぶために
「鉄道連絡船」が誕生し、以降鉄道と一体となり、旅客、貨物双方の輸送を
担いました。
○1988年に青函連絡船が姿を消し、30年以上が経ちますが、今回は当館の
展示車両を使い、連絡船が運航していた当時の北海道への旅や貨車航送
の仕事を体験、見学していただけるほか、連絡船の歴史と仕事を知ることがで
きるトークショーや、明治時代の函館桟橋図面、大正・昭和の貴重な資料の
展示など、数多くのイベントで、連絡船の時代を振り返ります。
○当館初開催のイベントや初公開の資料展示が目白押しです。

■開 催 日 2019年9月28日(土)、29日（日）
※歴史ステーションでの資料展示は9月11日（水）～10月14日（月・祝）まで（予定）

■開 催 時 間 以下の【各種イベント詳細】をご覧ください
■開 催 場 所 本館1F車両ステーション485系電車、コキ50000形貨車

南館1F仕事ステーション、3F歴史ステーション
■協力・写真提供 青函連絡船史料研究会

鉄道博物館からのお知らせ
2019年9月10日

～鉄道連絡船スペシャルイベント～
青函連絡船体験と資料展示を開催します

（写真上）在りし日の青函連絡船十和田丸 （写真上）雪の中、青函連絡船に積み込まれる郵便車



■1 青函連絡船の旅 体験ツアー
○開催日時 9月28日（土）、29日（日）13:00～13:30
○集合場所 本館１F 車両ステーション485系電車前（上野駅ホーム）

○内 容
★東北本線特急の車内放送実演と、青函連絡船乗船名簿配布・記入体験

★コキ50000形貨車の連絡船での緊締具（車両を船に固定する器具）取り付け実演

■２ 青函連絡船講座と仕事実演
○開催日時 9月28日（土）、29日（日）13:30～15:30
○集合場所 南館１F 仕事ステーションE5系新幹線前特設会場
○内 容
★青函連絡船の時代～その役割と歴史を知る(両日とも)
★青函連絡船 甲板部と無線部の仕事＋電信の実演・体験(28日のみ)
★青函連絡船 機関部と事務部の仕事＋飾り毛布の実演・体験(29日のみ)
※１「青函連絡船の旅 体験ツアー」 からそのままご参加いただけます。途中参加、退席も可能です。

（写真右）青函連絡船船内の貨車

（写真上2点）列車内で配布された乗船名簿（イベントでは複製品を配布し記入を体験します）

（写真上2点）飾り毛布の実演イメージ（写真上）青函連絡船大雪丸の無線通信室

（写真上）青函連絡船へのコンテナ貨車積み込み

各種イベント詳細



■３ 青函連絡船と桟橋可動橋の模型展示
○展示日 9月28日（土）、29日（日）
○場 所 南館１F仕事ステーション

E5系新幹線前特設会場

■４ 鉄道連絡船特別資料展
○展示期間 9月11日（水）～10月14日（月・祝）（予定）まで
○展示場所 南館3F 歴史ステーション中央時計広場、常設展示室
○主な展示資料
・明治末期の函館桟橋設計図
・大正時代の稚泊連絡船亜庭丸
新造請負契約書と図面
・稚泊連絡船亜庭丸模型
（歴史ステーション3期展示室に新規常設）
・初代十和田丸図面
（資料保護のため期間中に一部展示替えを行います。）

（写真右）青函連絡船と可動橋模型

（写真右上）函館桟橋設計図（1909（明治42）年）
（写真右下）亜庭丸新造請負契約書（1926（大正15）年）
（写真上）亜庭丸模型（1/48スケール）

各種イベント詳細

皆さまのご来館をお待ちしております


